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近年，欧州において採択されたWEEE指令・RoHS

指令により，電気・電子機器製造者はヨーロッパ市

場に投入する製品の廃棄物処理費用を負担するこ

と，および鉛，水銀，カドミウム，六価クロムのよ

うな有害物質の使用が禁止されることが決まってい

る。この両規制により，2006年7月以降に有害物質

を含む製品を欧州市場に出すことはできなくな

る1）。照明用途で主流となっている有害な水銀を含

んでいる蛍光灯は，現状では代替技術が確立してい

ないために現時点での全廃の対象にはなっていない

が，近い将来廃止の方向へ向かうと思われる。すな

わち，蛍光灯に変わる照明技術の開発は急務となっ

ている。水銀フリーランプの候補として白色LEDが

ある。白色LEDは長寿命，低消費電力，高速応答性

など蛍光灯に比べ優れた特性を有している。しかし，

現行の白色LEDは青色LEDと黄色蛍光体（YAG：

Ce3＋）の補色を組み合わせた擬似白色であるため演

色性に乏しい。近年では，こうした問題を解決する

ために，青色LEDと緑色蛍光体・赤色蛍光体を組み

合わせた白色LEDや近紫外LEDと青色・緑色・赤

色の三色の蛍光体を用いて高演色性を得る白色

LEDの方式が考案されている。そこで，本研究では，

白色LED用蛍光体として有望なケイ酸系蛍光体の

開発を行った。

一つ目の蛍光体として，Li，SrSiO．について述べる。

Li，SrSiO．は［LiO．］と［siO．］の四面体が三次元的

にネットワークを組んでいる構造で，Eu2＋を置換す

るSr2＋サイトは歪んだ八配位を有している。そして，

その発光特性は，400～480nmの青色波長で励起し，

570nmの黄色の発光を示した。発光輝度は現行の黄

色蛍光体であるYAG：Ce3＋と同等であり，また，100

℃における温度消光は10％しかなく，温度特性も非

常に優れている。

二つ目の蛍光体として，Ba9Sc2Si6024について述べ

る。［siO4］の四面体と［sco6］の人面体が連結した

構造を有し，Eu2＋を置換するBa2＋イオンは三つの異

なったサイトを占有している。発光特性は，350～

450nmの可視光で励起でき，510nm付近の緑色の発

光を示す。発光強度は，現行の黄色蛍光体である

YAG：Ce3＋と同等である。また，100℃　における発

光強度の減少は25％であった。

三つ目の蛍光体として，Ca3Si207について述べる。

Ca3Si207は［si207］の層間に三つの異なる配位を持

つCaイオンが存在する。このCa2＋サイトは非常に歪

んだ七配位をしている。この物質はブロードな励起

バンドを持ち，470nmの波長を吸収することができ

る。そしてこの蛍光体は600nmのオレンジがかった

赤色の発光を示す。Eu2＋の発光は母体構造によって

UV領域から赤色で変化することはよく知られてい

る。また，ほとんどのケイ酸塩系化合物におけるEu2＋

の発光はUV領域近くから緑色の間にある。

Ca3Si，07：Eu2＋の広い発光波長は，発光中心の周りの

環境が歪んでいることによる強い結晶場のためであ

る。

四つ目の蛍光体として，Ba2MgSi207について述べ

る。通常，ケイ酸塩系母体にEu2＋をドープさせた蛍
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